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続報　先週、甲良民報８２４号でお伝えしました「国民平和大行進甲良町来訪」の記事で不足した事項がありましたので続報でお知らせします。「甲良・９条を守る会」から投稿を寄せていただきました。





原水爆禁止国民平和行進へのメッセージ


この国民平和大行進は、５月６日の東京出発を皮切りに、全ての都道府県を網羅し、被爆地広島と長崎へと、平和の願いを込めて行進が行われていること、誠にご苦労様です。


　日本は、世界で唯一の被爆国です。皆様方のこの運動が、核兵器のない世界へと、国民の反核平和への願いを訴え続けておられることが、いかに人類にとって重要であるかを改めて認識させていただきました。


　また、昨年同様、新型コロナウイルスの感染拡大に配慮され、大規模な行進を控えての実施でありますが、この原水爆禁止国民平和大行進の活動が、ますます国民世論の結集に繋がることを願い、また、予定どおり進行し、目的を達成されることをお祈りいたします。


　　　　　　　　　令和3年6月17日


甲良町議会議長　山田裕康








２０２１年核兵器なくせ


平和行進・甲良町コース


　核兵器のない世界を実現しようと、毎年、町長さんをはじめ町職員さん達に見送られて役場を出発点に平和行進をスタートしてきました。


　事前の町長懇談会では、前もって資料に目を通して下さっていた野瀬町長さんとお話しが弾み、行進の出発前に「うたごえ」を歌おうと意気投合。


　当日は、町長さんの激励の言葉と山田町議会議長さんのメッセージ（会員の代読）の後、町長さん自らマイクを握り「原爆を許すまじ」を参加者一同で歌いました。心に染みる合唱でした。


若い町職員さん達にも見送られ、次の豊郷町役場めざして出発。「再びの原爆を許さない」思い込めた元気の出る平和行進出発式になりました。みなさま、本当に有難うございました。


《「甲良・９条を守る会」から寄せられた投稿です。》
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「荒神山を守る会」（仮称）準備会の杉原秀典さんから、参加呼びかけのメールが届きました。その要旨を紹介します。


　　　◇　　　　◇


いま、荒神山麓へのごみ処理場計画が大きな転機にさしかかっています。


１つに、彦根市の和田新市長が公約通りに「荒神山トンネル」の計画を中止したこと。「ごみ処理場建設計画と一体のトンネル計画」中止は、大きな衝撃となり、地元の人にも大きな変化が生まれています。


２つに、国の施策・方針転換です。これまで国は、プラスチックを含む大量のごみを「大型焼却炉で燃やす」ことを促進して補助金を出してきました。しかし、６月４日には、プラスチックごみの削減とリサイクルの促進を目的とする「プラスチック資源循環促進法」が成立しました。


18日の「結成の集い」では、「荒神山麓のごみ処理場建設」の問題点と同時に、ごみ行政のあり方、ごみ減量の抜本的な方策についても討論します。


彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町の皆さんなどの、こぞっての参加をよろしくお願いします。


杉原秀典


　　　◇　　　　◇


国が１８０度方針転換する中、「プラスチックを含む大量のゴミを連続運転で燃やし続ける大型炉」の計画でいいのか、私たちが見直しを迫られるのは必然だと思います。自然を守り、ゴミの減量化は地球温暖化を防ぐことにも深くつながります。ごいっしょに考えませんか？








新ごみ処理場建設計画は


見直しを


荒神山を守る会結成のつどい


とき　7月18日（日）14時～


ところ　グリーンピア彦根


第１部　シンポジウム


パネリスト＝畑明郎（元日本環境学会会長）、獅山向洋、角井英明、西澤伸明


第２部　「会」の発足確認








